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4.2 仮設計画 

4.2.1 掘削工法の検討 

主な掘削工法、及びその概要を表 4-4 及び表 4-5 に示す。本ポンプ場は港湾の水路内に築造す

る施設であることから、締切掘削が必要となる。このため、山留工法を採用する。 
 

表 4-4 掘削工法と概要（1/2） 
工 法 法切オープンカット工法 山留工法 

 
 
 
 
 

概 要 図 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

工 法 の 
概 要 

掘削周辺に安定斜面（法面）を残し

ながら掘削を進める工法である。 
山留め壁および支保工によって土砂の 

崩壊を防ぎながら掘削を進める工法で 
ある。 

 
 

利 点 
 
 

・山留め支保工を必要とせず経的性

に優れる。 
・支保工の架設が不要であるほか，掘

削機械の能力を最大限に発揮でき

るため，工期を短縮できる。 

・掘削平面積を最小限にできるため，敷地

を最大限に活用できる。 
・軟弱地盤に対応できる。 
 
 

 
 
 

欠 点 
 
 
 

・構造物の外周に法面を設けるため，

広い敷地を必要とする。 
・軟弱地盤の場合，法面が安定しない

ため，深い掘削には適さない。 
 
 
 

・法切オープンカット掘削に較べて工費

が高く，工期も長くなる。 
・支保工が必要な場合は，掘削の支障とな

る。 
・掘削面積が広い場合は，支保工の継手仕

口の緩み，縮みの影響が大きく生じるた

め，支保工の配置計画に留意する必要が

ある。 
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表 4-5 掘削工法と概要（2/2） 

工 法 アイランド工法 トレンチカット工法 
 
 
 
 
 

概 要 図 
 
 

  

 
 
 

工 法 の 
 

概 要 
 
 
 

掘削に先立って，外周に鋼矢板を打設

し，その内側に法面を形成しながら内部

を掘削する。 
底面まで掘削が完了した後，中央部に

底版を打設する。 
底版から鋼矢板へ向かって斜めに切

梁を設置し，土留めをしつつ法面部分を

カットして行き，その他範囲の構造物を

構築する工法である。 

構築しようとする構造物のうち，外

周にあたる部分のみを山留めしながら

トレンチ状に掘削し，建物の外周部分

のみを構築する。 
次に構築済みの外周部躯体を山留め

として利用し，内部の躯体を掘削する

工法である。 
 
 

 
 

利 点 
 
 

・掘削平面積を最小限にできるため，敷

地を最大限に活用できる。 
・支保工が少なくてすむ。 
・掘削面積が広い場合でも支保工の緩

み，縮みは少ない。 

・軟弱地盤に対応できる。 
・掘削面積が広い場合でも支保工の緩

み，縮みは少ない。 
・掘削平面積を最小限にできるため，敷

地を最大限に活用できる。 

 
 
 

欠 点 
 
 

・軟弱地盤の場合，法面が安定しないた

め，掘削深が大きい場合には適さな

い。 
・躯体の構築が複数ステップに分割され

るため，工期が長く，工程も複雑とな

る。 

・内部の矢板を余分に必要とするの 
 で経済的でない。 
・躯体の構築が複数ステップに分割さ

れるため，工期が長く，工程も複雑と

なる。 
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4.2.2 施工時締切外水位の設定 

ポンプ場躯体を構築するにあたっては、水路内に仮締切を設けてドライ化する必要がある。仮

締切の設計にて用いる外水位は、舞鶴湾における直近 5 ヶ年の潮位実績により設定する。 
舞鶴湾における過去 5 年間の潮位は TP+0.42～+0.96m 付近にて変動している。このうち最も高

い潮位は 2016 年の TP+0.958m であることから、仮締切の設計に用いる外水位は、これを丸め上

げて TP+1.000m とする。 

 

出典：気象庁 HP（http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/tide/genbo/index.php） 

 

 
図 4-5 直近 5 ヶ年の潮位実績 
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4.2.3 鋼矢板型式及び打込み工法の選定 

本工事の施工条件を以下に示す。鋼矢板は引き抜きによる周辺への影響を考慮し、地中の打込

文については残置する方針とする。このため、残置時の経済性に優れるハット型矢板を採用する。 
打ち込み工法の選定にあたっては、施工箇所に民家が近接していることから、周辺環境に配慮

し、油圧圧入引抜工法を採用する。 
 
・鋼矢板型式：25H 型 （突出長から鋼矢板 25H 型を選定する。） 
・鋼 矢 板 長 ：L＝12.50m 
・環 境 対 策 ：無振動 
・打 込 長：L＝9.50m（L≦25m） 
・突 出 長：Lt＝3.00m（図 4-6 参照） 
・継 施 工：なし 
・Ｎ   値：Nmax≦25 

 
 

http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/tide/genbo/index.php
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【資料】土留壁の打込み施工法の選定資料 

 
出 典：「SMP 工法 鋼矢板圧入引抜標準積算資料 2018 年版」 (全国圧入協会 ) 
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4.2.4 土留め補助工法の検討 

本ポンプ場の掘削底面は、N 値がほぼゼロの軟弱粘性土層である（図  4-7）。掘削底

面が軟弱層である場合は、トラフィカビリティ確保が課題となるほか、土留壁の根入

れ部の受動抵抗が確保できず、ヒービング現象が生じる恐れがある。このため、補助

工法として、高圧噴射撹拌工法による掘削底面の地盤改良を行うこととし、最小改良

厚は 3.0m とする（次頁以降参照）。  
 

 
図  4-7 仮設断面図  
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（資料 1）掘削底面の破壊現象 

 

出典：道路土工仮設構造物工指針（日本道路協会）   
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（資料 2）補助工法の適用例 

 
出典：道路土工仮設構造物工指針（日本道路協会）   
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（資料 3）最小改良厚 

 
出典：「陸上工事における深層混合処理工法  設計・施工マニュアル  改定版」     

(土木研究センター )     
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4.3 構造物基礎の検討 

4.3.1 支持層の選定 

杭基礎の先端は、良質な支持層に支持させる。ここでいう「良質な支持層」とは、「道

路橋示方書・同解説  Ⅳ下部構造編（H24 日本道路協会）」にて、以下のとおりに定義

されている。  
1) 粘性土層は砂質土層に比べて大きな支持力が期待できず，沈下量も大きい場

合が多いため支持層とする際には十分な検討が必要であるが，N 値が 20 程

度以上（一軸圧縮強度 qu が 0.4N/mm2 程度以上）あれば良質な支持層と考え

てよい。  
2) 砂層，砂れき層は N 値が 30 程度以上あれば良質な支持層とみなしてよい。

ただし砂礫層では，礫をたたいて N 値が過大にでる傾向があるので，支持層

の決定には十分な注意が必要である。  
出典：道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編（H24 日本道路協会）  

 
ボーリング調査結果より、Dg 層は全体的に N 値が高い洪積砂礫層である。なお、柱

状図 No.2 においては、N 値が 13 と局所的に低い値を示す箇所が確認されているが、

平均 N 値は柱状図 No.1 で 34、柱状図 No.2 で 32 であり、支持層になり得ると考えら

れる。  
このため、支持層は Dg 層とし、支持層の天端高は、柱状図 No.1、及び No.2 のうち、

深い方となる TP-18.77m を丸め下げて TP-18.80m とする。  

 
出典：舞下水委第 203 号雨水ポンプ場実施設計（詳細）業務委託  土質調査報告書  

（R2.3 舞鶴市）  

  

 

48 

 

 
図  4-8 柱状図 No.1 における支持層位置  
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図  4-9 柱状図 No.2 における支持層位置  
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4.3.2 構造物の基礎形式 

下水道施設の構造物を支持する基礎形式は、大きく分けて表  4-6 に示すとおり分類

される。本ポンプ場の躯体の深度は地表面から 3m 程度と浅い一方、良質な支持地盤は

地表面から 20m 程度の深い位置にあることから、杭基礎または、地盤改良を併用した

直接基礎の採用について検討する。  
 

表  4-6 基礎支持形式  
形式  特徴  

直 接 基 礎  

・良好な支持地盤が浅いところに存在する場合に用いられ，地盤  
 に直接荷重を伝える基礎形式である。鉛直力を底面反力で，水  

平力を底面のせん断抵抗で負担させる。  
・地盤の支持力，沈下量の検討を行った結果が満足すべきもので  

あれば，工費，工期的に最も有利な基礎形式といえる。  
・構造設計は一般に浅い剛体基礎として扱う。  
・地盤改良は，在来地盤が良好でない場合に，不良地盤を置き換  

えたり締固めを行うなどして良好な地盤に改良し，直接基礎を  
可能にするものである。その目的は，支持力の増加，沈下の減  
少，透水性の増減，過剰水圧の除去等である。  

杭 基 礎  

・支持層が深い場合に一般的に用いられる工法である。鉛直力は  
杭先端反力と周面摩擦力で負担し，水平力は杭の曲げに伴う変  
形で側面地盤に伝達される。  

・杭の種類としては，既成杭，場所打ち杭，深礎などがある。  
・構造設計は一般に深い弾性体基礎として扱う。  

ケーソン基礎  

・地上で製作した比較的大型で中空の基礎躯体を，掘削しながら  
沈下定置させる基礎であり，施工方法により，オープンケーソ  
ンとニューマチックケーソンがある。  

・ケーソン基礎と直接基礎の設計上の区分点は主として，基礎に  
働く水平力ないし転倒モーメントに対して基礎側面に働く支  
持力を考えるか否かによって定まる。  
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図  4-10 杭基礎の概要図 

 
  

※杭基礎を採用する場合でも、掘削底面

の安定性（ヒービング対策）の観点から、

軟弱層の地盤改良は行うものとする。  
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図  4-11 地盤改良工併用直接基礎の概要図 
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4.3.3 杭基礎形式の検討 

本ポンプ場は港湾内に築造されるポンプ場のため、各基礎形式の適用性の目安より、

杭工法は基本的に水上施工が可能な打込み杭系の工法、もしくは回転杭系の工法が候

補となる。  
打込み杭系、及び回転杭系の工法概要を表  4-7 に示す。打込み杭工法は、振動及び

騒音が極めて大きく、民家が近接する本ポンプ場では、環境面から採用が困難である。

よって、基礎形式を杭基礎とする場合は、回転杭工法を採用する。  
 

表  4-7 基礎形式の適用性の目安  

 
出 典：「道路橋示方書 Ⅳ下部構造編」 (日本道路協会 )  
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表  4-8 打込み杭工法（打撃、バイブロ）と回転杭工法の比較表  

 打込み杭工法  
回転杭工法  

 打撃工法  バイブロハンマ工法  

概要図  

   
※小型機による施工概要図  

工法  
概要  

・油圧ハンマ、ドロップハンマ等によ

り、既製杭の頭部を打撃して杭を所定

の深度まで打ち込む工法。  

・バイブロハンマを用いて杭を所定の深

度まで打ち込む工法。  
・先端部に羽根を有する鋼管杭を回転貫入

させる工法。  
・杭頭部に回転力を付与する工法として、杭

頭回転式と胴体回転方式があるが、杭頭回

転式は、三点式杭打機が必要となり、施工

機械が大きくなるため、今回は胴体回転方

式とする。  

施工性  ・使用重機が大きく、施工ヤード（20 m
×30m）確保のため、周辺道路の占有

が必要となる。  

・使用重機が大きく、施工ヤード（20 m
×30m）確保のため、周辺道路の占有

が必要となる。  

・胴体回転式とすることで、べースマシンを

0.7 ㎥級バックホウ相当の小型機とするこ

とができる。  

 △  △  ○  

環境性  ・本工法は騒音・振動が大きく、近年で

は、市街地での施工に用いられること

はほとんど無い。  
・施工重機が大型であるため、周辺に与

える威圧感が大きく、転倒のリスクも

大きい。  

・本工法は、打撃工法に比べれば、振動

の絶対値を抑えることができるが、打

撃工法に比べて、振動が長時間連続し

て発生するため、周辺への影響低減対

策が十分とは言えない。  
・施工重機が大型であるため、周辺に与

える威圧感が大きく、転倒のリスクも

大きい。  

・低振動・低騒音であり、周辺への環境影響

は最も優れる。  
 

 × △  ○  

経済性  ・回転杭工法に比べて安価となる。  ・回転杭工法に比べて安価となる。  ・打ち込み杭工法に比べて高価である。  

 ○  ○  △  

評価  周辺に民家が近接していることから、施

工機械が大きく威圧感があり、騒音・振

動が大きく、採用は難しい。  
 

周辺に民家が近接していることから、施

工機械が大きく威圧感があり、騒音・振

動が大きく、採用は難しい。  
 

低騒音・低振動の工法であり、施工機械が小

型で威圧感も小さく、周辺への環境影響を抑

えることができる。また、小型機による施工

となるため、仮設構台の規模が小さくなる。 

 × △  ○  
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a) バイブロハンマ工法（ポンプ場基礎杭）の機械構成 

 

 
 

出典：杭基礎施工便覧（H27.3 日本道路協会）  
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b) 打撃工法、バイブロハンマ工法の標準施工ヤード 

 
 

 
 
 

 
出典：杭基礎施工便覧（H27.3 日本道路協会）  
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c) バイブロハンマ工法について 

構台杭、及び鋼矢板の一部は、施工性からバイブロハンマ工法による打設となる。  
バイブロハンマ工法には大別して、電動式と油圧式があるが、両者は、騒音・振動に

よる環境影響に違いがある。  
ポンプ場基礎杭（鋼管杭）の施工に用いるバイブロハンマは、参考資料 1 より、電動

式 90kW となる（油圧式は打込長 10m までが適用範囲である）。一方、構台杭、及び鋼

矢板の一部で用いるバイブロハンマは、次頁の参考資料 2 に示す鋼矢板施工法選定表

より、油圧式が選択可能である（H 鋼杭についても油圧式の歩掛が有る。）。また同表に

よれば、電動式は環境対策「無し」、油圧式は「低振動」工法に分類される。  
以上より、ポンプ場基礎杭をバイブロハンマ工法とする場合は電動式となり、騒音・

振動対策を講じることが難しいが、構台杭、及び鋼矢板の一部については、油圧式を選

択できるため、周辺への騒音・振動対策に配慮した施工が可能となる。  
 
（参考資料 1）鋼管杭施工における工法選定表 

 
出典：バイブロハンマ工法標準積算要領（H27.9 バイブロハンマ工法技術研究会）  
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（参考資料 2）鋼矢板打込み工法選定表 

 
出典：国交省土木工事標準積算基準書（共通編）（R2 年度版 建設物価調査会）  
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4.3.4 回転杭工法の選定 

a) 回転杭仕様の検討 

1) 施工性から決まる杭先端位置や仕様 

回転杭工法は、硬質な粘性土層や粘土混じりの砂礫層において、貫入困難となるこ

とが多く、杭仕様及び配置の計画にあたっては、近隣の施工事例を調査した。  
本ポンプ場の近傍（静渓川の上流）では、回転杭（つばさ杭）の施工実績があり、

粘土混じりの洪積礫質土層（Dg 層）において、貫入が困難となったことが確認され

ている。これは、固結粘性土において先端翼が滑ることにより、トルクが伝達されず

貫入が困難になる現象である。  
このため、本ポンプ場における回転杭の適用性について、専業者にヒアリングを行

ったところ、0.8ｍ程度を超える翼径は、本ポンプ場の地盤条件では適用性が低いと

の回答が得られたことから、杭仕様は以下より選定する。  
 
     軸 径   翼径 (1.5 倍径 )  翼径 (2 倍径 ) 
      Dp       Dw       Dw 
     φ400      600       800 
     φ500      750       --- 
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図  4-12 杭先端位置図  
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2) 杭先端Ｎ値の計算結果 

以下の条件における杭先端Ｎ値の計算結果を、次頁以降に示す。  
 

     軸 径   翼径 (1.5 倍径 )  翼径 (2 倍径 ) 
     φ400      600       800 
     φ500      750       --- 
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3) 支持力の検討 

自家発電機室部とポンプゲート部の支持力計算の結果を、次頁以降に示す。  
なお、杭径φ400・翼径 Dw600 の杭は、杭の支持力が Ra＝164kN/本と極めて小さ

く、以下の検討では除外して考える。  
 

  

 

66 
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4) 必要杭本数（自家発電機室） 
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70 

 
5) 必要杭本数（ポンプゲート） 
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72 

 
6) 杭径の選定 

経済比較により最適杭径を決定する。  
 

杭本数 

        (自家発電機室 )  (ポンプゲート )     

 φ400・Dw800：  31 本  ＋  28 本  ＝  59 本  
 φ500・Dw750：  38 本  ＋  36 本  ＝  74 本  

 
概算工事費 

 

各杭径における杭 1 本当たりの工事費を次頁以降に示す。  
 

 φ400・Dw800：1,981,100 円 /本×59 本＝116,884,900 円◯  
 φ500・Dw750：2,037,200 円 /本×74 本＝150,752,800 円  

 
 

以上から、杭基礎形式とする場合は、以下の杭仕様とする。  
 

 φ400・Dw800：L＝16.50ｍ ｎ＝ 59 本 
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（資料）つばさ杭工法価格根拠（1 本当り） 
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b) 選定対象工法 

本ポンプ場の基礎形式を杭基礎とする場合は回転杭工法とするが、回転杭工法にも

複数工法が存在する。国内で実績のある回転杭工法を以下に示す。  
 
・つばさ杭工法  
・NS エコパイル工法  
・EAZET 工法  
 
ここで、本ポンプ場は複合構造物であることから、基礎杭は土木、及び建築の設計基

準を満足する必要がある。道路橋示方書では、適用可能杭径を鋼管径φ400～1200 とし

ていることから、建築基準においても杭径φ400 以上で大臣認定を取得していることが

本ポンプ場における工法選定の条件となる。なお、EAZET 工法は国土交通大臣認定の

取得がφ114.3～355.6 までであり（表  4-9）、φ400 以上の大臣認定を有しないことか

ら、本検討の対象外とする。  
 

 
出典：「道路橋示方書･同解説  Ⅳ下部構造編」（日本道路協会）   
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表  4-9 EAZET 杭材仕様  

 
出典：EAZET 設計施工標準    
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c) 回転杭工法の選定 

つばさ杭、及び NS エコパイルの両工法について、杭 1 本当たりの施工費を比較した

結果、つばさ杭が安価となった。このため、本ポンプ場の基礎形式を杭基礎とする場合

はつばさ杭工法を採用する。施工費根拠（見積書）を次頁以降に添付する。  
 
・つばさ杭工法   ：1,981,100 円  ←  採用   
・NS エコパイル工法  ：2,229,400 円   
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（資料 1）つばさ杭工法価格根拠 
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（資料 2）NS エコパイル工法価格根拠 
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4.3.5 地盤改良工法の検討 

a) 地盤改良工法の選定 

地盤改良工法の分類を表  4-10 に示す。本ポンプ場においては、掘削底面の安定性確

保のため、地盤強度を増加させることが地盤改良の 1 つの目的である。このため、地盤

改良体と山留壁と密着させる必要がある。なお、地盤改良は山留壁が打ち込まれた状態

での施工となり、機械撹拌工法ではブレードが支障となることから、高圧噴射工法を採

用する。  
 

表  4-10 地盤改良工法の分類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「ジェットグラウト工法 Ｑ＆Ａ」 (日本ジェットグラウト協会 ) 

 
表  4-11 及び表  4-12 に各社実績のある高圧噴射工法を示す。本ポンプ場は、港湾内

での高圧噴射工を行うことから、排泥はバキューム車による処分が必要となる。このた

め、排泥処分費を考慮した経済比較を行った結果、経済性に優れる N-Jet 工法を採用す

る。  
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表 4-11 高圧噴射工法比較表（1/2） 
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表 4-12 高圧噴射工法比較表（2/2） 
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b) 高圧噴射改良径の検討 

高圧噴射改良は、改良体の径によって必要な改良体本数が異なるため、最適な改良体径を検討

する。N-Jet 工法では、改良体径の最大径がφ3500 であることから、φ3500 と、1 ランク小型の

φ3000 について経済比較を行った。この結果、改良体径をφ3500 とし、改良体本数を低減するこ

とが、経済性で有利となることが確認された。このため、改良体径はφ3500 を採用する。 
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（資料 1）工事費根拠（改良体φ3500） 
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（資料 2）工事費根拠（改良体φ3000） 
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4.3.6 基礎形式の比較 

杭基礎形式、地盤改良を併用した直接基礎形式について、施工性、経済性等により比較した結

果を表 4-13 に示す。なお、各案で仮設構台の規模が異なることから、経済比較を行うにあたって

は仮設構台の構築費用を含めることとした。 
この結果、両案において経済性はほぼ同等となったが、杭基礎形式に比べて、仮設構台の規模

を小さく、施工期間を短縮できることから、地盤改良を併用した直接基礎形式を採用する。 
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表 4-13 基礎形式の比較 
 杭基礎形式 地盤改良併用直接基礎形式 

概要図 

 
構台 

仕様 

主 桁：H-700×300×13×24 

受 桁：H-700×300×13×24 

構台杭：H-350 

主 桁：H-594×302×14×23 

受 桁：H-594×302×14×23 

構台杭：H-350 

施工性 ・施工重機は小型機を用いることが可能

であるが、杭直上に施工機を寄り付か

せるため、仮設構台をほぼ全面に設置

しなければならない。 

・杭施工機の重量が地盤改良案よりも大

きく、より剛性の高い桁材が必要とあ

る。 

・杭施工期間：9 ヶ月 

（表層地盤改良を含む） 

・仮設構台は水路幅の概ね 1/2 まで架設

することで施工が可能である。 

・地盤改良施工期間：3.5 ヶ月 

 △ ○ 

環境性 
（施工時） 

・回転杭、構台杭の杭材を建て込むた

め、周辺に圧迫感を与える恐れがあ

る。 

・構台規模が大きく、騒音や振動の発生

期間が長くなる。 

・構台杭を建て込むため、周辺に圧迫感

を与える恐れがある。 

・構台規模が小さいため、構台構築時の

騒音等は杭基礎案よりも低減できる。 

 △ ○ 

経済性 杭基礎 ：183,130 千円 

（ヒービング対策の地盤改良を含む） 

仮設構台： 64,741 千円 

合 計 ：247,871 千円 

地盤改良：218,000 千円 

（排泥処理費の割増を含む） 

仮設構台： 25,023 千円 

合 計 ：243,023 千円 

 △（102％） ○（100％） 

評価 経済性に大きな差はないが、施工期間が

半年長く、環境性で劣る。 

経済性に大きな差はないが、施工期間が

半年短く、杭基礎案に比べれば環境性は

優れる。 

 △ ○ 
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a) 杭基礎工事費、施工日数 
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b) 地盤改良工事費、施工日数 

 

※排泥処理費については、現場条件や受入先を考慮し、別途高速道路利用費等を見込む。 
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c) 仮設構台概算工事費（杭基礎案） 

 

 
 
 
  

工種 規格 単位 数量 単価 金額 備考

覆工板 設置・撤去工 2000×1000 m2 700 2,000 1,400,000
賃料 2000×1000 m2 700 30,000 21,000,000 リース期間：23ヶ月

小  計 22,400,000
上部工 覆工受桁 H-700×300×13×24 t 90

横桁 [-300×90×9×13 t 15
横桁取付鋼板 t=16 t 3
桁材計 t 108
架設・撤去工 t 108 24,000 2,592,000
桁材賃料 t 108 80,000 8,640,000 全損（中古価格）

小  計 11,232,000
下部工 桁受梁 H-700×300×13×24 t 46

水平つなぎ [-200×90×8×13.5 t 21
ブレース L-100×100×10 t 20
杭天端鋼板 t=22 t 4
桁材計 t 91
架設・撤去工 t 91 70,000 6,370,000
桁材賃料 t 91 80,000 7,280,000 全損（中古価格）

小  計 13,650,000
構台杭（1） 構台杭打込み工 H-350×350×12×19 本 39 43,000 1,677,000 L=24.0m

構台杭重量 t 168
構台杭撤去工 t 96 23,000 2,208,000
構台杭撤去分 撤去分 t 96 60,000 5,760,000 中古品（新品×80％）
構台杭残置分 残置分 t 72 70,000 5,040,000 中古品（新品×90％）
継手工 箇所 39 32,000 1,248,000
切断工 本 32 6,000 192,000

小  計 16,125,000
構台杭（2） 打込み工 H-300×300×10×15 本 6 43,000 258,000 L=22.5~23.5m

支持杭重量 t 13 68,000 884,000 中古品（新品×90％）
継手工 箇所 6 32,000 192,000

小  計 1,334,000
合計 64,741,000
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d) 仮設構台概算工事費（地盤改良案） 

 

 

 

工種 規格 単位 数量 単価 金額 備考

覆工板 覆工板設置撤去工 2000×1000 m2 420 2,000 840,000
覆工板賃料 2000×1000 m2 420 15,000 6,300,000 リース期間：17.5ヶ月

小  計 7,140,000
上部工 覆工受桁 H-594×302×14×23 t 45

横桁 [-300×90×9×13 t 6
横桁取付鋼板 t=16 t 1
桁材計 t 52
架設・撤去工 t 52 24,000 1,248,000
桁材賃料 t 52 49,000 2,548,000 リース期間：17.5ヶ月

小  計 3,796,000
下部工 桁受梁 H-594×302×14×23 t 18

水平つなぎ [-200×90×8×13.5 t 8
ブレース L-100×100×10 t 7
杭天端鋼板 t=22 t 1
桁材計 t 34
架設・撤去工 t 34 70,000 2,380,000
桁材賃料 t 34 49,000 1,666,000 リース期間：17.5ヶ月

小  計 4,046,000
構台杭（1） 構台杭打込み工 H-350×350×12×19 本 26 43,000 1,118,000 L=24.0m

構台杭重量 t 86
構台杭撤去工 t 47 23,000 1,081,000
構台杭撤去分 撤去分 t 47 60,000 2,820,000 中古品（新品×80％）
構台杭残置分 残置分 t 39 70,000 2,730,000 中古品（新品×90％）
継手工 箇所 26 32,000 832,000
切断工 本 21 6,000 126,000

小  計 8,707,000
構台杭（2） 打込み工 H-300×300×10×15 本 6 43,000 258,000 L=22.5~23.5m

支持杭重量 t 13 68,000 884,000 中古品（新品×90％）
継手工 箇所 6 32,000 192,000

小  計 1,334,000
合計 25,023,000



舞鶴市上下水道部下水道整備課

（株）NJS
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地盤改良平面図
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高圧噴射撹拌工法

L=16.400m (-2.400～-18.800)
改良率：100%

構造物接地圧：150kN/m2

改良体設計基準強度は450kN/m 以上とすること。2
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工事名及び工事番号 ： 静渓ポンプ場建設（第21-1）工事 舞下水工第201号

質問回答について ：

見積り参考資料 ：

質問受付期間 ：

回　答　期　日 ：

問　合　せ　先 ： 舞鶴市　上下水道部 下水道整備課 TEL 0773-66-1029

FAX 0773-66-0510

令和3年5月17日（月） 正午 （予定）

入 札 工 事 の 見 積 資 料 に 関 す る 質 問 要 領

 　設計図書（特記仕様書、図面等)及び見積り資料（販売金抜き設計書)に関する質問は,別途添付の
質問様式に記載し、文書(FAX可)により、下記に問い合せて下さい。電話・口頭による質問は受け付
けません。質問受付期間終了後、FAX等により当工事指名全業者あてに回答します。

　回答期日を過ぎても回答書が届かない場合は、担当課までお問い合わせください。

資料①

令和3年4月19日（月）　から　令和3年5月13日（木）　正午　まで

FAX

入 札 工 事 の 見 積 資 料 に 関 す る 質 問 書

質問内容

工事名 :

番号
内訳表
番号

仕様書項 図面番号

担当課： 舞鶴市　上下水道部 下水道整備課 0773-66-0510 (NO.     　　 )

静渓ポンプ場建設（第21-1）工事 会社名:

令和　　年　　月       日

舞下水工第201号
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以下余白

船舶および機械器具等の損料算定基準令和2年度 (社)日本港湾協会

2020

建設機械等損料算定表

2020

令和2年度 (社)日本建設機械化協会

土木コスト情報

土木施工単価 (財)経済調査会

(財)建設物価調査会

年　度　等 名　称　等　(　見　積　り　先　)

国土交通省　土木工事標準積算基準書（共通編）令和2年度 (財)建設物価調査会

令和2年度 土木工事単価資料【非公開資料】 京都府刊

単
価
資
料

積算資料

2月号建設物価 (財)建設物価調査会

令和2年度 土木工事標準積算参考資料

令和2年度 国土交通省　土木工事標準積算基準書（河川・道路編）

冬号

2月臨時改定版

以下余白

冬号

見積参考資料(資料①)

工 事 名 静渓ポンプ場建設（第21-1）工事

工 事 番 号 舞下水工第201号

担 当 課 舞鶴市　上下水道部 下水道整備課

F A X 0773-66-0510

歩
掛
資
料

2020

(財)建設物価調査会

京都府刊

令和2年度 下水道用設計標準歩掛表

2月号

06-6155-8420

06-7662-8973

福西鋳物　株式会社

＜付帯工（落込式取手）＞

06-6252-8381

＜付帯工（止水板）＞

令和2年度 株式会社　ヒノデ開発 ＜基礎工事（N1ｼﾞｪｯﾄ工法）＞ 0829-40-5582

06-62322109

06-6777-7201

令和2年度 ユアサ商事　株式会社 ＜付帯工（格子ﾌｪﾝｽ）＞

＜付帯工（吊ﾌｯｸ）＞

四国化成工業　株式会社 ＜付帯工（格子ﾌｪﾝｽ）＞ 06-6339-4976

令和2年度

2020

西武ポリマ化成　株式会社

令和2年度 クリヤマ　株式会社

令和2年度 双栄基礎工業　株式会社 ＜基礎工事（N1ｼﾞｪｯﾄ工法）＞

＜付帯工（格子ﾌｪﾝｽ）＞

令和2年度 ＜基礎工事（N1ｼﾞｪｯﾄ工法）＞日特建設　株式会社

06-6385-4551

(財)経済調査会

令和2年度

令和2年度

令和2年度 株式会社　ヤブ原

ﾌﾟﾚﾊﾟｲ工業　株式会社 ＜付帯工（吊ﾌｯｸ）＞ 0774-63-7247
見
積
り
・
カ
タ
ロ
グ
等
単
価
資
料

株式会社　日本ピット

＜付帯工（落込式取手）＞

072-949-3556

06-6266-4500

以下余白

令和2年度

令和2年度

株式会社　スギモト

06-6541-2924

令和2年度 有限会社　ニシヤマ製作所

令和2年度

＜付帯工（落込式取手）＞ 072-677-3775

＜付帯工（止水板）＞

令和2年度 特別単価調査【非公開】 ＜付帯工（合成木材角落）＞

令和2年度 株式会社　ゴウダ ＜付帯工（止水板）＞ 078-521-2451
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（  1 ） 

 

静渓ポンプ場建設（第 21-1）工事 特記仕様書 
１．工事番号及び工事名 

舞下水工第 201号  静渓ポンプ場建設（第 21-1）工事 

２．工事場所 

舞鶴市 字魚屋 地内 

３．工事概要 

土工・仮設工・基礎工・躯体工・付帯工 

４．工  期 

契約日の翌営業日から令和 5年 1月 31日限り 

５．工事の種類 

本工事は、建設業法（昭和 24年 5月 24日法律第 100号）別表第１の上欄に掲げる「土木一式工事」に該当する。 

６．工事に適用する仕様書 

（１）本工事は、本特記仕様書、舞鶴市工事共通仕様書（平成 24年版）及び舞鶴市工事共通仕様書 1-2（用語の定義）第 10に

規定する工事共通仕様書として、次の仕様書を適用する。 

・「土木工事共通仕様書（案）」平成 29年 9月 京都府刊 

      ただし、第１編 共通編 第１章 総則を除く 

・「下水道土木工事必携（案）」2017年版 公益社団法人 日本下水道協会  

        １．下水道土木工事共通仕様書（案） 

      ただし、第１章 管路 第１節 総則を除く 

          第２章 処理場・ポンプ場 第１節 総則は除く 

（２）下請契約を締結する場合は、舞鶴市共通仕様書の２－２施工体制台帳「１．一般事項」及び「４．対象以外の工事」を適

用除外とし、請負代金額に関係なく国土交通省令に従って記載した施工体制台帳を作成し、工事現場に備え付けるととも

に、その写しを監督職員に提出しなければならない 

７．工事関係図書 

   舞鶴市工事共通仕様書 2-1の規定による工事関係図書は「Ⅰ土木関連工事」の規定を適用する。 
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８．施工管理基準 

「下水道土木工事必携（案）2017年版」の 2.下水道土木工事施工管理基準及び規格値（案）に基づき施工管理を行い、工事内容

に応じた施工管理計画を立案し施工計画書に記載すること。 

 なお、当該基準に定めのない工種については、「土木工事施工管理基準」平成 29年 9 月 京都府刊により行うものとする。 

 それ以外の工種については監督職員と協議のうえ、管理方法を定めるものとする。 

９．段階確認 

    本工事における段階確認は以下のとおりとする。 

種   別 細   別 確認時期 備  考 

事前測量  法線位置出し時  

仮設工 鋼矢板・H型鋼 施工前及び施工中  

基礎工 地盤改良 施工前及び施工中  

躯体工 鉄筋・型枠 コンクリート打設前  

躯体工 コンクリート 受入時及び４週後  

１０．工事標識の設置 

    舞鶴市工事共通仕様書 3‐8の工事目的の記載内容は下記のとおりとする。 

       「西市街地の浸水被害軽減のために静渓ポンプ場の築造をしています。」 

１１．工事測量 

    舞鶴市工事共通仕様書 3-15の規定による工事測量は｢Ⅰ土木関連工事｣の規定を適用する。 

１２．工事材料の取扱い 

    本工事は、舞鶴市工事共通仕様書及び下水道土木工事必携（案）を適用する。なお、当該基準に定めのないものは、下記に示

すとおりとする。それ以外の材料を使用する場合は、監督職員と協議のうえ定めるものとする。 

（１）資材：掘削土（盛土用流用） 

掘削時に本工事箇所から発生する土砂について、所定（発生土利用基準）の土質試験を行い利用可能であれば発生土を

利用するものとする。 

（２）資材：山土（盛土用） 

１． 設計ＣＢＲが６以上かつ粒度分布が滑らかなもの 

２． 不純物（木片、草等）を含まないもの 

m25083
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（３）資材：再生クラッシャーラン 

再生クラッシャーランを河川に係る工事（低水護岸等の水際工作物）のコンクリート擁壁、コンクリートブロック積の

天端および胴込・裏込材等に使用する場合は、アスファルト塊の混入は不可とする。 

１３．ポンプ場【土木工事】について 

本工事においては、下水道土木工事必携（案）を適用することとし、構造細目共通事項等については図面によるものとする。 

１４．現場作業の着手日について 

  ポンプ場建設工事に先立ち、地元説明会及び事前家屋調査を行う予定であるため、監督職員と調整すること。なお、説明会予

定自治会は竹屋自治会、魚屋自治会、魚屋住吉自治会である。 

１５．通行制限について 

本工事に伴う通行制限については、受注者が道路使用許可の手続を行うものとし、道路使用許可申請に必要な書類（施工体制

図、工程、安全管理図等）は受注者で作成すること。警察から道路使用許可証が発行されたら発注者に道路使用許可証の写しを

提出すること。 

１６．占用申請について 

本工事を実施するにあたり、現在、発注者は河川管理者に対し河川占用許可申請、道路管理者に対し道路占用許可申請中であ

る。本工事の着手は河川・道路占用許可後とし、監督員の指示により着手するものとする。 

１７．いさざ漁について 

本工事箇所付近においては、いさざ漁が例年、２月～３月に行われている。いさざ漁の期間中は漁に影響する工事は中止する

こととし、工事の中止にあたっては、漁に影響するものが川にない状態とすること。また、本工事は河川の水濁が懸念されるた

め、その防止に努めること。 

１８．施工順序（工程管理）について 

本工事を実施するにあたり、仮設工・基礎工・土工・躯体工・付帯工の施工順序（工程管理）については、いさざ漁や出水期

（6月中旬から 10月中旬）における仮設排水計画等を十分考慮した上で計画立案すること。 

１９．残土一時仮置場について 

  残土一時仮置場として下水道処理施設である西浄化センター内の敷地を予定している。使用に当たっては西浄化センターへ使

用条件等を確認し、特に施設内及び施設周辺道路への美化清掃に努めること。 
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２０．指定副産物の処分について 

本工事により発生する次の内容については、適正に処分すること。（鉄くずは有価物として処分） 

運搬の際は落下や飛散防止の措置を講じること。また、舞鶴市共通仕様書 3-7 に規定する指定副産物について、下記に該当す

る場合は設計変更の対象とする。 

（１） 施設が受入量を超える等、処理不能状態となった場合。 

（２） 発生した建設副産物の条件が、下記の表に明示されている条件と異なった場合。 

（３） 処理業の不適正な行為を行政機関が確認した場合。 

（４） 近隣に新規の許可施設が開設された場合。 

工 種 建設副産物 事業所名 条 件 

土 工 土  砂 鈴木建設㈱：綾部市 土壌調査結果が基準以下 

基礎工 泥  水 京都コン砕㈱：京都市 成分性状等の協議 

受け入れ条件等の確認先 

鈴木建設㈱：電話 0773-42-2465 綾部市 

京都コン砕㈱：電話 075-662-8357 京都市 

２１．交通誘導員について 

 作業時（施工時）は必ず配置し、規制区間の起点終点にそれぞれ１名ずつ配置すること。 

配置場所 交通誘導員 

市道施工（起終点等） ３名／日（交代要員含む） 

 その他、必要個所、人数については監督職員との協議によるものとする。 

２２．地下埋設物・架空線、運搬経路等について 

    本工事を実施するにあたり、地下埋設物や架空線の位置及び埋設深・高さ並びに工事車両の運搬経路（搬入・搬出）等につい

て、事前に十分調査した上で、施工計画を立案すること。 

    なお、港湾護岸にはタイロッドが埋設されているので、仮設構台等施工の際には事前に十分調査した上で、施工計画を立案す

ること。 
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２３．着工前調査について 

    本工事を実施するにあたり、受注者は受注者の負担により、工事着手前の現場付近の状況（側溝、電柱、標識、舗装、区画線

及び家屋や生垣・土間等）が確認できるように写真等の記録を作成し、工事着手前に調査結果を提出しなければならない。   

なお、民地を調査する場合は、その旨の了解を得ること。 

２４. 安全管理について 

  本工事においては、工事期間中、受注者は工事現場に工事関係者以外の者が立ち入らないよう仮囲いを設置するなど、日中だ

けでなく夜間においても安全管理に努めること。 

２５．第三者との交渉について 

    受注者は工事に関して第三者から交渉を受け、または第三者と交渉する必要がある時は監督職員に報告しなければならない。 

２６．設計図面（ＣＡＤデータ）の貸与について 

    本工事にて貸与する設計図面の電子データは、平面図・縦断図・横断図・構造図の V-nasデータであり、受注者から要求があ

った場合には貸与する。データの貸与・返却については、工事打合簿にて記録すること。 

２７．工事書類の簡素化について 

  （１）「土木工事書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打合簿（指示、協議、承諾、施工計画書の提出は除

く）、段階確認書、確認・立会書、夜間・休日作業届の書類の提出については、電子メールにて提出できるものとする。

なお、電子メールの宛先は「jg-g-seibi@city.maizuru.lg.jp」とし、表題には工事名等を明記すること。 

  （２）軽微な変更の場合（工期や数量だけの変更等）は変更施工計画書の提出を不要とする。 

 

 



*本設計書は参考資料であり、あくまで発注者の予定価格を算出するためのもので、何ら契約上の拘束力を生じるものではない。

令和 3 年度 工事設計書(参考資料） 当初

工 事 番 号 工 事 名
舞下水工第201号 静渓ポンプ場建設（第21-1）工事

施 工 箇 所 舞鶴市　字魚屋　地内

設 計 額 請 負 対 象 額 工 期
令和05年01月31日限り

請 負 額 精 算 額 今 回 支 払 額

工 種 数 量 摘 要
静渓ポンプ場土木工事

1 式
　躯体工

1 式
設 計 概 要 　付帯工

1 式
　土工

1 式
　仮設工

1 式
　基礎工

1 式
舞鶴市

工事費総括表

費        目 金        額 摘              要

（円）

工事費

  本工事費

    下水道工事（３）01

  消費税相当額計

  測量及び試験費

  用地及び補償費

  機械器具費

  営繕費

  工事雑費

  需用費

舞鶴市

m25083
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令和 3 年度 積 算 条 件

工   事   番   号 工   事   名

舞下水工第201号 静渓ポンプ場建設（第21-1）工事

施 工 箇 所 舞鶴市　字魚屋　地内

 単価適用日 令和03年02月01日 公共

 歩掛適用日 令和02年08月20日 下水道

 諸経費適用日 公共 令和02年度

 工種区分 下水道工事（３）

 単価適用地区 舞鶴市

 前払い金支出割合 ―

積 算 条 件  保証の方法 ケース１(金銭的保証)

 契約保証金免除金額 5,000,000円

 施工地域補正条件 市街地(DID補正)

舞鶴市

静渓ポンプ場建設（第21-1）工事

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数    量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

下水道工事（３）01
  
  
  
  下水道（３） Lv1
  
                   
    1    式
    静渓ポンプ場土木工事 Lv2
  
                     
      1    式
      躯体工 Lv3
  
        
        1    式
          躯体工（１） Lv4
  
            明   1 号
            1    式
          躯体工（２） Lv4
  
            明   2 号
            1    式
      付帯工 Lv3
  
        
        1    式
          付帯工（１） Lv4
  
            明   3 号
            1    式
          付帯工（２） Lv4
  
            明   4 号
            1    式

工内

舞鶴市



静渓ポンプ場建設（第21-1）工事

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数    量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

      土工 Lv3
  
                      
        1    式
          土工 Lv4
  
            明   5 号               
            1    式
      仮設工 Lv3
  
        
        1    式
          仮締切工 Lv4
  
            明   6 号
            1    式
          仮桟橋工 Lv4
  
            明   7 号
            1    式
          交通誘導員 Lv4
  
            明   8 号
            1    式
      基礎工 Lv3
  
                       
        1    式
          基礎工 Lv4
  
            明   9 号                
            1    式
直接工事費計
  
  
  

工内

舞鶴市

静渓ポンプ場建設（第21-1）工事

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数    量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

共通仮設費計
  

1    式
  共通仮設費(積上げ)
  

1    式
    運搬費
  
      
      1    式
      貨物自動車による運搬(１車１回) 往復
        22ｔ車 片道運搬距離10km 
        仕 112 号
        2    台
      仮設材等の積込み･取卸し費
        基地積込→現場→基地取卸 
        仕 113 号
        212    ｔ
      仮設材等の運搬(１車１回) 往復
        製品長12ｍ以内 片道運搬距離30km 
        割増なし 仕 114 号
        212    ｔ
    役務費
  
      
      1    式
      仮設用電力
        引込線工事
        
        2    式
      工事用電力基本料金(低圧)
  
        
        17    kW月

工内

舞鶴市



静渓ポンプ場建設（第21-1）工事

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数    量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

    技術管理費
  
      
      1    式
      土壌調査(一式)
        土壌調査(1)17品目+溶出液作成料
        
        1    式
      土壌調査(一式)
        土壌調査(2)全項目(溶出液作成料を含む)
        
        1    式
  共通仮設費(率化)
  

1    式
    共通仮設費率分
  

市街地(DID補正)
1    式

純工事費
  

1    式
  現場管理費
  

市街地(DID補正)
1    式

工事原価
  

1    式
  一般管理費等
  

ケース１(金銭的保証)
1    式

工内

舞鶴市

静渓ポンプ場建設（第21-1）工事

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数    量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 基           準

工事価格
  

1    式
  消費税等相当額
  

1    式

工内

舞鶴市



入　札　結　果　表

工 事 名 静渓ポンプ場建設（第21-1）工事

場 　 　 　 　 　 　 所 舞鶴市　字魚屋　地内

入 札 年 月 日 2021年5月25日(火) 9:00

業 者 名 １ ２ ３ 備考

(電子入札システム)入 札 執 行 場 所

アトラス・水嶋工業・山内道路特定建設工事
共同企業体

失格

539,998,000

失格1

今村・京舞・伊藤特定建設工事共同企業体 失格

540,280,000

失格2

興星・赤星・友興特定建設工事共同企業体 失格

539,730,000

失格3

新和・ツバサ・東舞特定建設工事共同企業体
563,700,000

4

田中・総進・シグマ特定建設工事共同企業体 失格

540,598,000

失格5

鶴美・ホクタン・サン開発特定建設工事共同
企業体 542,000,000

落札6

永田・藤岡・吉村特定建設工事共同企業体 失格

540,000,000

失格7

丸富・大進・東電気特定建設工事共同企業
体

失格

540,395,000

失格8

落 札 者

鶴美・ホクタン・サン開発特定建設工事共同企業体

入札書記載金額 \542,000,000

落札金額（     %加算） \596,200,000

予定価格（消費税抜き） \593,403,000

\540,908,000

10

最低制限価格(消費税抜き)

1/2 ページ
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工事打合せ経過一覧 

年月日 方向 内容  

R3.9.17 JV→市 河川内障害物の報告  

R3.10.29 市→JV 工事一時中止指示(R3.11.1～R4.3.31)  

R4.1.18 JV→市 追加ボーリング調査の申し出  

R4.2.3 JV→市 再度追加ボーリング調査の申し出  

R4.4.1 市→JV 一時中止の延長指示(R4.4.1～R4.6.30)  

R4.6.27 市→JV 一時中止の延長指示(R4.7.1～R4.8.31)  

R4.8.29 市→JV 一時中止の延長指示(R4.9.1～R4.10.31)  

R4.10.17 市→JV 障害物の撤去指示  

R4.10.30 市→JV 一時中止の延長指示(R4.11.1～R4.11.30)  

R4.11.4 市→JV 仮締切工、地盤改良 変更指示  

R4.11.30 市→JV 一時中止の延長指示(R4.11.1～R4.11.30)及び 

R4.12.16 からの工事再開指示 

 

R5.2.1 市→JV 地盤改良変更指示  

R5.3.15 市→JV 一時中止指示(R5.3.16～R5.6.15)  

R5.6.14 市→JV 一時中止延長指示(R5.6.16～R5.7.31)  

R5.7.28 市→JV 一時中止延長指示(R5.8.1～R5.10.15)  

R5.10.13 市→JV 一時中止延長指示(R5.10.16～R5.12.15)  

R5.12.7 JV→市 高圧噴射地盤改良の変更申し出  
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4．調査結果 

4.1 ボーリング調査結果 

巻頭の調査位置平面図に示す箇所で調査ボーリングを実施した。 

調査ボーリングは、地盤改良深度まではφ86mm のオールコアボーリング、それ以深はφ66mm のノン

コアボーリングを行い、1m毎に標準貫入試験を実施した。ボーリング調査結果より、土質分布深度およ

びN値を下記表-4.1.1に整理し、詳細を巻末のボーリング柱状図に示す。また次頁以降、ボーリング孔

の概要を述べ15頁図-4.1.1に「推定地質断面図」を示す。 

 

表-4.1.1 調査地の地質構成表 

 

 

BorNo.3 BorNo.4 BorNo.5

Ac0

沖
積
粘
性
土
層
0

ヘドロ
0.00～1.40
-0.67～-2.07

0.00～1.50
-0.65～-2.15

0.00～3.80
-0.46～-4.26

0
(0・0)

1.40～3.80

As1

沖
積
砂
質
土
層
1

シルト質砂
1.40～2.10
-2.07～-2.77

1.50～2.30
-2.15～-2.95

- - 0.70～0.80

Ac1

沖
積
粘
性
土
層
1

シルト質粘土
礫混じり砂質シルト

2.10～15.70
-2.77～-16.37

2.30～15.75
-2.95～-16.40

3.80～14.65
-4.26～-15.11

0～4
(1・0)

10.85～13.60

As2

沖
積
砂
質
土
層
2

シルト質砂 - -
14.65～15.90
-15.11～-16.36

3 1.25

As3

沖
積
砂
質
土
層
3

シルト混じり礫質砂
シルト質砂礫
礫混じり砂
シルト質砂

15.70～17.60
-16.37～-18.27

15.75～16.45
-16.40～-17.10

15.90～16.15
-16.36～-16.61

4～12
(9・7)

0.25～1.90

Ac2

沖
積
粘
性
土
層
2

シルト質粘土
砂質シルト

-
16.45～16.95
-17.10～-17.60

16.15～16.65
-16.61～-17.11

2 0.50

Ag

沖
積
礫
質
土
層

砂礫
17.60～21.75
-18.27～-22.42

16.95～21.00
-17.60～-21.65

16.65～21.85
-17.11～-22.31

10～37
(22・18)

4.05～5.20

Dg1

洪
積
礫
質
土
層
1

シルト質砂礫
21.75～28.55
-22.42～-29.22

21.00～29.00
-21.65～-29.65

21.85～29.35
-22.31～-29.81

18～42
(31・27)

6.80～8.00

Ds

洪
積
砂
質
土
層

礫混じりシルト質砂
28.55～29.70
-29.22～-30.37

29.00～29.45
-29.65～-30.10

-
16～24
(20・17)

0.45～1.15

Dc

洪
積
粘
性
土
層

砂質シルト
礫混じり砂質シルト
シルト混じり砂礫

29.70～30.30
-30.37～-30.97

-
29.35～30.80
-29.81～-31.26

3～18
(10・6)

0.60～1.45

Dg2

洪
積
礫
質
土
層
2

シルト質砂礫
30.30～38.45
-30.97～-39.12

29.45～38.45
-30.10～-39.10

30.80～38.45
-31.26～-38.91

20～50以上
(38・33)

7.65～9.00

N　値
min～max

（平均・標準偏差値）

層厚
（m）

地
層
名

第
四
紀

完
新
世

更
新
世

分布深度
上段：GL-  m
下段：GH=  m主な土質区分

地
質
時
代

地
層
記
号

m25083
18
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○ボーリング孔の概要 

表-4.1.2 ボーリング調査結果一覧表 (Bor No.3) 

簡易柱状図 観 察 記 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内水位：GL+1.71m 

(1)GL±0.00～-1.40m ⇒ ヘドロ(Ac0) 

・色調は黒灰色を呈す。 

・非常に含水高いシルト主体。 

・所々、貝殻片が混じる。 

・異臭あり。 

・N値は0を示し、相対稠度は「非常に柔らかい」に区分される。 

 

(2)GL-1.40～-2.10m ⇒ シルト質砂(As1) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・細砂主体、シルトを多量に含む。 

・所々、ヘドロが混じる。含水高位。 

 

(3)GL-2.10～-14.50m ⇒ シルト質粘土(Ac1) 

・色調は暗灰～暗青灰色を呈す。 

・粘土主体、全体的にシルトを含む。 

・全体的に貝殻片が混じり、GL-8.70m以深、混入量が増す。 

・GL-3m付近、細砂がパイプ状に混じる。 

・GL-7m付近まで、所々、有機質シルトを薄層状に挟む。 

・GL-9m以深、孔壁がせり出す。 

・GL-14m以深、細砂を少量含む。 

・粘性中～高位。含水中～高位。 

・N値は0～3を示し、相対稠度は「非常に柔らかい～柔らかい」に区分される。 

 

(4)GL-14.50～-15.70m ⇒ 礫混じり砂質シルト(Ac1) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・シルト～細砂の中間土。 

・所々、φ2～20mm程度の亜円～円礫が混じる。 

・粘性低位。含水中位。 

・N値は4を示し、相対稠度は「柔らかい」に区分される。 

 

(5)GL-15.70～-17.60m ⇒ シルト混じり礫質砂(As3) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・細～中砂主体、シルトを含む。 

・φ2～20mm程度の亜円～円礫が混じり、下部につれて礫の混入量増す。 

・所々、砂質シルトをシーム状に挟む。 

・含水中位。 

・N値は10,12を示し、相対密度は「中位の」に区分される。 

 
(6)GL-17.60～-21.75m ⇒ 砂礫(Ag) 

・色調は暗褐灰色を呈す。 

・φ2～20mm程度の亜角～亜円礫主体。 

・マトリックスは粗砂主体。 

・孔壁の崩壊性大。 

・GL-20.50～21.00m、φ60mm～コア長8cm（推定φ240mm）の玉石密集。 

・玉石の岩種は花崗岩、砂岩主体。 

・GL-21.25～21.55m付近、緩い砂質シルト～シルト質砂を挟む。 

・含水中位。 

・N値は24,26,28,10を示し、相対密度は「中位の」に区分される。 

 

(7)GL-21.75～-28.55m ⇒ シルト質砂礫(Dg1) 

・色調は褐灰～茶褐色を呈す。 

・φ2～40mm程度の亜角礫主体、最大礫径φ60mm、くさり礫が多く混じる。 

・マトリックスは不均質な砂質シルト～シルト質砂で構成される。 

・所々、シルト、粘土が多く混じる。 

・GL-25m付近より、色調が茶褐色に変化し、マトリックスが若干締まる。 

・GL-25.25～25.70m付近、くさり礫密集。 

・含水低～中位。 

・N値は25,33,34,38,25,39,42を示し、相対密度は「中位の～密な」に区分される。 

 

(8)GL-28.55～-29.70m ⇒ 礫混じりシルト質砂(Ds) 

・色調は茶褐色を呈す。 

・細～中砂主体、不均質にシルトを含む。φ2～10mm 程度の亜角礫が混入。 

・含水中位。 

・N値は16を示し、相対密度は「中位の」に区分される。 

 

(9)GL-29.70～-30.30m ⇒ 砂質シルト(Dc) 

・色調は黄褐灰色を呈す。 

・均質なシルト主体、細砂を含む。含水高位。 

・N値は1/10（3）を示し、相対稠度は「柔らかい」に区分される。 

 

(10)GL-30.30～-38.45m ⇒ シルト質砂礫(Dg2) 

・色調は茶褐色を呈す。 

・くさり礫主体、硬質な細礫が混じる。 

・マトリックスは不均質な砂質シルト～シルト質砂で構成され半固結状を呈す。 

・GL-32.55～33.00m、φ25mm～コア長5cm（推定φ150mm）の玉石密集。 

・玉石の岩種は砂岩主体。 

・GL-33.70～34.00m付近、緩い砂質シルト～シルト質砂を挟む。 

・含水低～中位。GL-37m以深、若干含水高くなる。 

・N値は8/10(24),31,20,26,34,40,41,31,32を示し、相対密度は「中位の～密な」に区分される。 
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表-4.1.3 ボーリング調査結果一覧表 (Bor No.4) 

簡易柱状図 観 察 記 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内水位：GL+1.60m 

(1)GL±0.00～-1.50m ⇒ ヘドロ(Ac0) 

・色調は黒灰色を呈す。 

・非常に含水高いシルト主体。 

・異臭あり。 

・N値は0を示し、相対稠度は「非常に柔らかい」に区分される。 

 

(2)GL-1.50～-2.30m ⇒ シルト質砂(As1) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・細砂主体、シルトを多量に含む。 

・ヘドロ、廃棄物が混じる。含水高位。 

・N値は0を示し、相対密度は「非常に緩い」に区分される。 

 

(3)GL-2.30～-14.45m ⇒ シルト質粘土(Ac1) 

・色調は暗灰～暗青灰色を呈す。 

・粘土主体、全体的にシルトを含む。 

・GL-8.10mまでシルトの割合高い。 

・全体的に貝殻片が混じる。 

・所々、有機質シルトを挟み、一部、黒灰色を呈す。 

・GL-4m,6m付近、砂質シルト～シルト質砂を縞状に挟む。 

・GL-5m,7m付近、細礫がわずかに混じる。 

・GL-10m付近、未分解の木片が混じる。 

・GL-3m付近まで含水高位、それ以深、含水中位。 

・GL-9m付近まで粘性低～中位、それ以深、粘性中～高位。 

・N値は0～2を示し、相対稠度は「非常に柔らかい」に区分される。 

 

(4)GL-14.45～-15.75m ⇒ 礫混じり砂質シルト(Ac1) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・シルト～細砂の中間土。 

・所々、細礫がわずかに混じる。 

・粘性低位。含水中位。 

・N値は3を示し、相対稠度は「柔らかい」に区分される。 

 

(5)GL-15.75～-16.00m ⇒ シルト質砂礫(As3) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・φ2～40mmの礫主体。 

・全体的にシルト分を多く含む。 

 

(6)GL-16.00～-16.45m ⇒ シルト質砂(As3) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・細砂～中砂（細砂優勢）主体、シルトを多量に含む。 

・腐植物が少量混じる。含水高位。 

・N値は4を示し、相対密度は「非常に緩い」に区分される。 

 
(7)GL-16.45～-16.95m ⇒ シルト質粘土(Ac2) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・シルトを多量に含む粘土主体。 

・腐植物が少量混じる。含水中位。 

 

(8)GL-16.95～-21.00m ⇒ 砂礫(Ag) 

・色調は暗褐灰色を呈す。 

・φ2～50mm程度の亜円～亜角礫主体、最大礫径φ80mm。 

・マトリックスは中～粗砂主体、下部につれて粗砂の割合増す。 

・所々、シルト分を少量含む。 

・GL-20.25m付近、シルト質砂を挟む。 

・GL-20.50m付近、コア長5cm（推定φ150mm）程度の玉石が点在。 

・含水中～高位。 

・N値は17,24,30,10を示し、相対密度は「中位の」に区分される。 

 

(9)GL-21.00～-29.00m ⇒ シルト質砂礫(Dg1) 

・色調は褐灰～茶褐色を呈す。 

・φ2～40mm程度の亜角礫主体、最大礫径φ45mm、くさり礫が多く混じる。 

・マトリックスは不均質な砂質シルト～シルト質砂で構成される。 

・GL-23.5m付近より、色調が茶褐色に変化し、マトリックスが若干締まる。 

・GL-25m以深、細礫の割合増す。 

・GL-22.30m付近まで含水中位、それ以深、含水低位。 

・N値は32,20,30,41,23,32,30,30を示し、相対密度は「中位の～密な」に区分される。 

 

(10)GL-29.00～-29.45m ⇒ 礫混じりシルト質砂(Ds) 

・色調は茶褐色を呈す。 

・不均質な細～中砂主体、シルトを多量に含む。 

・φ2～20mm 程度の亜角～亜円礫が混じる。含水中位。 

・N値は24を示し、相対密度は「中位の」に区分される。 

 

(11)GL-29.45～-38.45m ⇒ シルト質砂礫(Dg2) 

・色調は茶褐色を呈す。 

・くさり礫主体、硬質な細礫が混じる。 

・マトリックスは不均質な砂質シルト～シルト質砂で構成され半固結状を呈す。 

・GL-32.60～32.90m付近、コア長10cm（推定φ300mm）程度の玉石が密集。 

・全体的に含水低位、GL-32m付近、含水中位。 

・N値は42,40,31,38,50/14,50/20,50,50/29,37示し、相対密度は「密な～非常に密な」に区分される。 
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表-4.1.4 ボーリング調査結果一覧表 (Bor No.5) 

簡易柱状図 観 察 記 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内水位：GL+1.41m 

(1)GL±0.00～-3.80m ⇒ ヘドロ(Ac0) 

・色調は黒灰色を呈す。 

・非常に含水高いシルト主体。。 

・所々、縞状に暗青灰色のシルトを挟む。 

・所々、木片・ビニール・スチール缶等の廃棄物が混じる。 

・臭気あり。 

・N値は0を示し、相対稠度は「非常に柔らかい」に区分される。 

 

(2)GL-3.80～-14.65m ⇒ シルト質粘土(Ac1) 

・色調は暗灰～暗青灰色を呈す。 

・粘土主体、全体的にシルトを含む。 

・GL-8.70m 付近まで、全体的に細～中砂がわずかに混じる。 

・GL-5m 付近、黒灰色の有機質シルトを挟む。 

・全体的に貝殻片が混じり、GL-8.70m 以深、混入量が増す。 

・GL-8.70m まで、粘性低～中位。それ以深、粘性中～高位。 

・含水中～高位。 

・N値は0～2を示し、相対稠度は「非常に柔らかい」に区分される。 

 

(3)GL-14.65～-15.90m ⇒ シルト質砂(As2) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・細砂主体、シルトを多量に含む。 

・細礫、木片がわずかに混じる。 

・含水中位。 

・N値は3を示し、相対密度は「非常に緩い」に区分される。 

 

(4)GL-15.90～-16.15m ⇒ 礫混じり砂(As3) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・中～粗砂主体。φ2～20mm程度の亜角～亜円礫混じる。 

・含水高位。 

 

(5)GL-16.15～-16.65m ⇒ 砂質シルト(Ac2) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・全体に細～中砂含むシルト主体。細礫が混じる。 

・粘性低位。含水低位。 

・N値は2を示し、相対稠度は「非常に柔らかい」に区分される。 

 
(6)GL-16.65～-21.85m ⇒ 砂礫(Ag) 

・色調は暗褐灰色を呈す。 

・φ2～30mm程度の亜角～亜円礫主体、最大礫径φ50mm。 

・マトリックスは中～粗砂主体。 

・GL-18.00～18.30m付近、砂質シルトを挟む。 

・GL-20.50～20.80m付近、コア長5cm（推定φ150mm）程度の玉石が点在。 

・含水中位。 

・N値は18,10,23,31,37を示し、相対密度は「緩い～密な」に区分される。 

 

(7)GL-21.85～-29.35m ⇒ シルト質砂礫(Dg1) 

・色調は褐灰～茶褐色を呈す。 

・φ2～30mm程度の亜角礫主体、最大礫径φ50mm、くさり礫が多く混じる。 

・マトリックスは不均質な砂質シルト～シルト質砂で構成される。 

・GL-23m付近より、色調が茶褐色に変化し、マトリックスが若干締まる。 

・含水低位。 

・N値は28,35,31,30,24,30,34,12/20(18)を示し、相対密度は「中位の～密な」に区分される。 

 

(8)GL-29.35～-29.90m ⇒ 礫混じり砂質シルト(Dc) 

・色調は茶褐色を呈す。 

・不均質な細～中砂主体、シルトを多量に含む。 

・φ2～10mm 程度の亜角～亜円礫が混じる。含水高位。 

・N値は3/10(9)を示し、相対稠度は「硬い」に区分される。 

 

(9)GL-29.90～-30.10m ⇒ シルト混じり砂礫(Dc) 

・色調は暗灰色を呈す。 

・φ2～30mm程度の亜角～亜円礫主体。 

・マトリックスは粘りのある砂質シルトにより構成。 

・30%漏水する。 

 

(10)GL-30.10～-30.80m ⇒ 砂質シルト(Dc) 

・色調は茶褐色を呈す。 

・不均質な半固結したシルト主体、全体的に細砂含む。 

・下部につれて、徐々に細砂の割合が増す。 

・粘性中位。含水低位。 

・N値は18を示し、相対稠度は「非常に硬い」に区分される。 

 

(11)GL-30.80～-38.45m ⇒ シルト質砂礫(Dg2) 

・色調は茶褐色を呈す。 

・くさり礫主体、硬質な細礫が混じる。 

・マトリックスは不均質な砂質シルト～シルト質砂で構成され半固結状を呈す。 

・GL-36m以深、シルト分を多く含む。 

・GL-34m付近、含水中位。 

・N値は50/28,50/22,50/24,35,50/29,30,31,27を示し、相対密度は「中位の～非常に密な」に区分される。 
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